
阿智村事務事業評価シート
担当者 民生課 福祉係

①事務事業の概要

Ｈ18 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

居宅介護 8,945 施設入所 17,556 共同生活援助 24,016
行動援護 699 自立訓練 1,962 特定障害者特別給付 3,531
短期入所 964 就労移行支援 1,489 相談支援給付 859

生活介護 59,848 就労継続支援 27,018

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 145,637 141,763 146,887 143,750 143,750

うち一般財源 36,409 35,441 36,722 35,938 35,938

うち補助金 109,228 106,322 110,165 107,812 107,812

うち個人負担
正規職員
臨時職員

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 a

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 障害者総合支援法による総合的なサービスのひとつである。保健師・子育て支援室・地域包括支援
センター・飯伊障害者総合支援センター等と連携を図り、必要な情報の提供や相談の充実に努めて
いる。

実績・効果

根拠法

身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者・障がい児・法で定められた難病等患者

実施目的 障がい者等が自立した生活を送れるよう支援することで、利用者の日常生活の向上と家族の負担軽
減が図られる。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

障害介護給付

総合計画での位置づけ

障害者総合支援法

障害者総合支援法に基づき実施している

２．だれもが健康で、心安らぐ村/福祉、保健、医療の充実/障がい者福祉

A

法に定められた基準で実施している

法で定められた基準で実施している

判定理由

今後も利用者は増加していくと考えられる

障害者総合支援法に基づき実施している

障がい者等がサービスを利用することで、社会参加の機会が確保され、その人にあった日常生活・社
会生活を営むための支援ができた。

　　　　　　　利用者　　延人員　　　　　　　　　利用者　　延人員　　　　　　　　　　　　利用者　　延人員
居宅介護　　　６人　　　７５人　　施設入所　　１４人　　１６８人　　共同生活援助　　１５人　　１７４人
行動援護　　　１人　　　１２人　　自立訓練　　　１人　　　１１人　　特定障害者
短期入所　　　３人　　　２２人　　就労移行　　　１人　　　　８人　　特別給付　　　　　３０人　　３１１人
生活介護　　２５人　　３１１人　　就労継続　　１６人　　２２８人　　相談支援給付　　２９人　　　５３人

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

法により義務付けられている

A

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 今後も障害者総合支援法に基づき事業を行っていく。地域における障がい者等の生活を支援し、障
がい者等の自立と社会参加の促進を図っていく。

障がい者が望むサービスを提供するために保健師・子育て支援室等の関係機関との連携を強化して
いく必要がある。

A

原則１割負担で、所得に応じて負担上限が設けられており適切

障がい者の自立支援や介護者の負担軽減の一助となっている

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


